
　　　　

令和８ 年 4 月 1 日

9 時 00 分から 19 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

●季節のイベント　七夕・クリスマス・節分・ひな祭り等

●プール遊び・お誕生日会・園外活動・避難訓練・他事業所との合同イベント

（別添資料１）

家族支援

送迎時の対話や連絡帳を通じ、ご家庭での様子やお子様の小さな変化を細やか

に共有し、喜びや悩みを分かち合える信頼関係を築きます。 移行支援

学校卒業後の生活を見据え、就労支援や生活介護事業所などの関係機関

と早期から情報を共有し、切れ目のない支援体制を構築します。

地域支援・地域連携

医療機関・相談支援事業所・学校などと密接に連携し、地域全体でお子様を支

える「チームケア」のネットワークを強化します。 職員の質の向上

医療的ケアや療育など、支援に欠かせないスキルの向上を目指し、定期

的な内部研修や外部講習への参加を積極的に行います。

支　援　内　容

●経管栄養や吸引などの医療的ケアを、主治医の指示に基づき、安全かつリラックスできる環境で実施します。

●バイタルサインの推移や表情の細かな変化を観察し、些細な体調不良の早期発見と速やかな対応に努めます。

●個々の特性に合わせ、安心感を得られるような環境設定（照明の調整やパーソナルスペースの確保）を行い、情緒の安定を図ります。

●感覚遊びやスヌーズレン的なアプローチを取り入れ、自分の身体への自己表出を促します。

●「触れる・聞く・見る」など、身の回りの様々な素材や音、光を用いた遊びを通じ、五感への心地よい刺激を提供します。

●緊張の緩和やリラクゼーションを行い、心地よい姿勢で活動に参加できるよう支援します。

本

人

支

援

●写真やシンボル、実物投影などを活用し、「次に何が起こるか」を予測しやすい提示を行うことで、見通しを持って過ごせるようサポートします。

●個別の発達段階に合わせ、「選ぶ」「決める」機会を設け、主体的な活動への意欲を尊重します。

●季節感を取り入れた創作活動や手遊びを通じ、身近な事象への好奇心や探究心を育みます。

●VOCA（音声出力機器）やスイッチ教材、視覚支援ツールを導入し、周囲への働きかけや意思表示の手段を広げます。

●やりとりの楽しさを共有し、双方向のコミュニケーションの基礎となる信頼関係を深めます。

●視線の動き、発声、筋緊張の変化など、小さなサインを丁寧に読み取り、お子様の「伝えたい思い」に応答します。

●集団活動の中で、他児の存在を感じたり、共に同じ空間で楽しんだりする経験を通じ、他者への関心を育みます。

●地域イベントへの参加や外出活動を行い、社会の多様な刺激に触れる機会を提供します。

●スタッフや友達との触れ合い遊びを通じ、人との関わりにおける安心感と心地よさを積み重ねます。

支援方針

安心できる医療的ケアの環境で、お子さまの「やってみたい」という気持ちを大切に育みます。ムーブメント療法を通じて、心と身体がのびのびと動く喜びを。リハビリや季節の行事と

いう新しい体験が、毎日の生活を鮮やかな笑顔で彩ります。ご家族の想いに寄り添いながら、専門的チームが一丸となって、お子さまの明日への扉を一緒に広げていきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 全ての家族に安心と居場所を

事業所名 がじゅまる　博多 作成日支援プログラム（参考様式）


